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パネル討議、会場内から報告

パネル討議の様子

各ルートの資料も展示された
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「
日
本
風
景
街
道
」
の
制
度
ス
タ
ー

ト
か
ら
６
年
。
各
ル
ー
ト
代
表
ら
が
初

め
て
一
堂
に
会
し
た
「
風
景
街
道
サ
ミ

ッ
ト
��
あ
さ
ま
」
が
�
月
の
２
日
間
、

群
馬
県
嬬
恋
村
な
ど
で
開
か
れ
、
風
景

街
道
活
発
化
へ
の
新
た
な
出
発
を
誓
い

合
っ
た
。

日
本
風
景
街
道

は
、景
観
や
自
然
、

歴
史
や
文
化
な
ど

の
地
域
資
源
を
活

か
し
、
日
本
の
魅

力
や
美
し
さ
の
発

見
・
創
出
を
め
ざ

し
、
地
域
主
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
新

た
な
道
路
空
間
づ
く
り
の
取
り
組
み

で
、
現
在
全
国
で
１
２
８
ル
ー
ト
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

会
場
の
東
海
大
学
研
修
施
設
に
集
ま

っ
た
の
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

風
景
街
道
各
ル
ー
ト
で
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
体
、
関
連
業
界
関
係
者

ら
約
２
５
０
人
。

地
元
群
馬
、
長
野
県
６
町
村
を
窑
台

に
す
る
風
景
街
道
「
浅
間
・
白
根
・
志

賀
さ
わ
や
か
街
道
」
協
議
会
の
折
り
、

熊
川
栄
・
嬬
恋
村
長
が
「
風
景
街
道
は

ま
だ
国
民
に
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
な

い
。
全
国
レ
ベ
ル
で
関
係
者
が
交
流
を

深
め
課
題
解
決
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
べ
き
だ
」
と
提
案
、
両

県
も
賛
同
し
て
、
実
現
し
た
。

わ
が
国
で
は
現
在
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
と
経
済
低
迷
を
打
破
す
る
た

め
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
も
力
を
入

れ
た
「
観
光
立
国
」
政
策
を
国
政
の
柱

の
一
つ
に
し
て
い
る
。
地
域
振
興
の
拠

点
と
し
て
急
速
に
普
及
し
て
い
る
道
の

駅
と
風
景
街
道
と
の
連
携
強
化
は
、
日

本
全
体
を
元
気
に
す
る
有
効
な
起
爆
力

に
な
る
と
し
て
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
出
席
者
も
期
待
を
高

め
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
風
景
街
道
の
理
念
を
ま

と
め
た
国
交
省
「
日
本
風
景
街
道
戦
略

会
議
」
委
員
で
筑
波
大
学
大
学
院
の
石

田
東
生
教
授
が
基
調
講
演
。

「
美
し
い
日
本
の
風
景
は
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
人
口
減
や
高
齢
化
に
伴

う
地
方
の
歴
史
・
文
化
の
荒
廃
も
加
わ

っ
て
危
機
に
あ
る
が
、
郷
土
を
愛
す
る

人
々
が
連
携
・
協
働
す
る
風
景
街
道
の

活
動
に
よ
っ
て
、
魅
力
が
ア
ッ
プ
し
始

め
て
い
る
。

風
景
街
道
は
、
米
国
が
１
９
３
０
年

代
の
大
恐
慌
後
の
対
策
と
し
て
国
を
挙

げ
て
推
進
し
た
『
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
』
に
な
ら
っ
た
政
策
だ
が
、
本
家

米
国
で
は
今
、
多
大
な
観
光
収
益
と
雇

用
を
確
保
し
て

い
る
。
わ
が
国

と
し
て
は
大
い

に
参
考
に
す
べ

き
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

続
い
て
、
同
様
に
戦
略
会
議
委
員
の

横
島
庄
治
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
、

矢
口
正
子
・
「
旅
の
手
帖
」
編
集
長
、

松
本
も
と
み
・
同
協
議
会
「
お
ち
ょ
ん

き
ね
っ
と
」
代
表
が
加
わ
り
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
全
国
各
ル

ー
ト
か
ら
の
報
告
も
交
え
「
観
光

力
」
を
磨
く
た
め
に
地
域
資
源
の

発
掘
、
人
や
地
域
な
ど
の
連
携
、

情
報
発
信
を
ど
う
進
め
る
か
な

ど
、
活
発
に
討
議
し
た
。

草
津
町
の
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て

の
交
流
会
に
は
、
大
澤
正
明
群
馬

県
知
事
も
駆
け
つ
け
��
風
景
街
道

を
新
し
い
看
板
に
し
た
観
光
振
興

で
日
本
を
再
生
・
創
生
さ
せ
よ
う
�

と
エ
ー
ル
。
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
は

翌
日
�
�
浅
間
・
白
根
・
志
賀
さ
わ
や

か
街
道
」
を
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
視
察
。
互
い
の
苦
労
話
な
ど
も

交
わ
し
な
が
ら
意
見
交
換
し
た
。
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同
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
さ
れ
た
計

�
ル
ー
ト
の
事
例
紹
介
、
報
告
か

ら
、
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
活
動

な
ど
、
一
部
を
紹
介
す
る
。

■
浅
間
・
白
根
・
志
賀
さ
わ
や

か
街
道
（
群
馬
、
長
野
県
）

キ
ャ
ベ
ツ
農
家
の
主
婦
中
心

に
、
農
作
業
の
合
間
に
観
光
道
路

の
植
栽
、
除
草
、
ご
み
拾
い
、
ト

イ
レ
清
掃
な
ど
「
お
ち
ょ
ん
き
」

（
で
し
ゃ
ば
り
を
意
味
す
る
地
元

方
言
）
を
し
て
い
る
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
キ
ャ
ベ
ツ
づ
く

り
体
験
教
室
も
開
い
て
い
る
。

■
の
し
ろ
白
神
の
道（
秋
田
県
）

世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
の
ブ

ナ
林
、
日
本
三
大
美
林
の
秋
田
杉

樹
林
帯
、
日
本
最
大
級
の
黒
松
砂

防
林
が
あ
り
、
〝
木
の
ま
ち
〞
の

よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
た
散
歩
道
、

木
柵
歩
道
や
ベ
ン
チ
整
備
な
ど
を

市
民
参
加
で
進
め
て
い
る
。

■
隠
岐
風
待
ち
海
道（
島
根
県
）

配
流
の
地
、
北
前
船
寄
港
地
、

牛
突
き
な
ど
独
特
の
歴
史
・
文
化

に
加
え
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録

活
動
も
併
せ
、
火
山
活
動
と
日
本

海
の
つ
く
っ
た
自
然
や
化
石
に
触

れ
て
も
ら
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
資
源
解
説
板

や
ま
ち
歩
き
案
内
標
識
づ
く
り
、

観
察
会
を
開
催
す
る
一
方
、
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
交
流
サ
ロ
ン
を

設
け
て
い
る
。

■
萌
え
る
北
天
オ
ロ
ロ
ン
ル
ー

ト
（
北
海
道
）

有
名
観
光
地
は
あ
ま
り
な
い
と

千葉祐士駅長

昨年の台風�号による豪雨災害で大被

害を受けましたが、現在は五條市～十津川・新宮

方面の国道も開通、当道の駅が休憩の拠点になっ

ております。特産品ではこの季節、名産である冨

有柿を中心に葛を使った商品が人気。隣接宿泊施

設の開催する天体観測会が話題です。

奈良県五條市大塔町阪本225－6

国道168号 ����0747－35－0311

坪井寿和駅長

新鮮野菜や県指定銘柄豚ローズポーク

の精肉が並ぶ直売所も、郷土料理レストランも地

域色が満点！ 当駅オリジナル「ローズポークま

ん」はジャンボサイズ肉まんで、銘柄豚特有の旨

みを存分に味わえる逸品です。新そばもオススメ

で、ぜひ五霞のウマイもんを堪能して下さい。

茨城県五霞町幸主�－1

新国道４号 ����0280－84－1000

田境兵治郎駅長

筆柿は生産量で全国�％を占める幸田

町の特産で、秋には駅周辺もたわわな実りでいっ

ぱいになります。加工品もいろいろ。「レストラ

ン笑意軒」の創作メニュー、筆柿茄子カレーは、

筆柿ペーストの甘さがカレーの辛さをまろやかに

し、独特で絶妙なハーモニーを奏でます。

愛知県幸田町須美字東山�－5

国道�号岡崎バイパス ����0564－63－5171
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地元商店主と語り合いながらまちなか歩き

風景街道との連携マップを配布

（道の駅「ちちぶ」で）
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ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が

手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ

に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ

続
い
て
い
く
こ
と
を
表
現
し
た
。
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こ
ろ
だ
が
、
原
野
や
断
崖
な
ど
美

し
く
も
厳
し
い
大
自
然
と
、
ニ
シ

ン
街
道
な
ど
歴
史
構
造
の
中
で
長

年
築
き
上
げ
て
き
た
人
々
の
暮
ら

し
、
よ
そ
に
は
な
い
生
の
姿
を
見

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
昆

布
採
り
の
秘
訣
、
マ
ム
シ
対
策
な

ど
１
０
０
人
の
地
域
情
報
提
供
者

マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
た
。

■
出
羽
の
古
道

六
十
里
越
街

道
（
山
形
県
）

湯
殿
山
信
仰
で
長
年
の
う
ち
に

で
き
た
古
道
が
山
中
あ
ち
こ
ち
に

残
り
、
１
２
０
０
年
の
〝
気
〞
に

打
た
れ
る
。
還
暦
で
の
「
六
十
の

詣
で
」
は
自
身
の
リ
セ
ッ
ト
・
再

生
を
意
味
し
、
東
日
本
の
精
神
文

化
を
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で

案
内
板
を
整
備
中
だ
。

■
北
ア
ル
プ
ス
大
展
望
・
最
長

最
古
の
塩
の
道
ル
ー
ト
（
新
潟
、

長
野
県
）

糸
魚
川
を
起
点
と
す
る
北
ア
ル

プ
ス
越
え
の
塩
の
道
は
、
地
元
の

方
々
が
再
発
見
し
整
備
し
た
も
の

で
、
も
と
も
と
ウ
オ
ー
カ
ー
が
多

か
っ
た
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
を
機
に
さ
ら
に
増
え
て
き
た
。

来
年
の
再
審
査
に
向
け
地
元
で
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
懸

命
に
ガ
イ
ド
を
養
成
中
。
地
元
小

中
学
校
に
も
働
き
か
け
総
合
学
習

で
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

■
悠
久
の
竹
内
街
道（
大
阪
府
）

で
き
て
来
年
１
４
０
０
年
に
な

る
日
本
最
古
の
道
。
国
道
に
な
り

消
え
た
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
郷
土

史
家
�
人
が
一
念
発
起
し
、
面
影

を
保
存
し
歴
史
を
語
る
会
を
�
年

間
で
�
回
延
べ
３
０
０
０
人
対
象

に
続
け
て
き
た
。
市
町
村
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
育
て
た
若
い
語
り
部
も
増
え

て
き
た
。

■
南
い
よ
風
景
か
い
ど
う
（
愛

媛
県
）

多
様
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
加
し
て
い

る
の
で
、
中
心
市
街
地
の
空
き
店

舗
に
交
流
拠
点
を
開
設
、
地
道
な

活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
１
３
０
〜

１
４
０
年
前
の
す
ば
ら
し
い
酒
蔵

が
、
後
継
者
も
な
く
維
持
に
苦
し

ん
で
い
る
の
で
、
写
真
を
ポ
ス
タ

ー
に
し
、
い
ろ
ん
な
機
会
に
わ
が

ル
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
に
使
っ
て
い
る
。

浦田俊支配人

岡部は宇治、八女と並ぶ三大玉露産地

として知られ、本格茶室「瓢月亭」では最高級の

玉露や抹茶を創作和菓子とともに賞味いただけま

す。物産館ではシイタケ、ミカンなど季節青果物

販売のほか、静岡では朝比奈地域だけの玉露茶、

人気商品の玉露ソフトクリームも味わえます。

静岡県藤枝市岡部町新舟1214－3

県道静岡朝比奈藤枝線 ����054－668－0019

布川孝宏駅長

大自然の中にある道の駅で、遊歩道か

ら眺める山・川・空の広がる景色は抜群です。オ

ススメの食はやはり、地元の山菜や茸、野菜。名

物の三島町産会津地鶏も好評です。お土産には、

地域のお母さん達手づくりの紫蘇味噌揚げ「みそ

のかくれんぼ」をどうぞ。

福島県三島町川井字天屋原610

国道252号 ����0241－48－5677

水崎直美駅長

駒ケ岳のすばらしい眺望に旅人も思わ

ず足を休めるという木曽路の道の駅。新鮮な農産

物や山菜、マツタケ、山きのこなどの直売が人気

です。レストランの木曽牛コロッケ、すんき（無

塩の乳酸発酵漬物）カレー等のオンリーワンメニ

ューや、自家製�権兵衛伝説地粉そば�が好評です。

長野県木曽町日義4730－3

国道�号 ����0264－23－3644

�
日
本
風
景
街
道
�
の
共
通
課
題
を
共
に
考
え

汗
を
流
し
、
知
恵
を
絞
ろ
う
と
関
連
企
業
・
団

体
、
学
識
者
ら
が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
日

本
風
景
街
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
設
立
し
た
。

東
京
事
務
局
の
ほ
か
北
海
道
�
札
幌
市
�
、
中

部
�
静
岡
県
島
田
市
�
、
中
国
�
松
江
市
�
、
九
州

（
宮
崎
市
）
に
拠
点
を
設
け
た
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
組
織
で
、
法
人
、
個
人
の
正
会
員
・
賛
助

会
員
計
約
１
０
０
人
が
参
加
。
代
表
理
事
に
は

石
田
東
生
・
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
が
就
任
し

た
。風

景
街
道
の
取
り
組
み
は
こ
れ
ま
で
、
各
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
き
た
が
、

制
度
発
足
当
初
の
国
交
省
の
戦
略
会
議
は
も
と

も
と
、
各
地
の
活
動
が
交
流
・
連
携
し
、
観
光

立
国
政
策
の
柱
と
し
て
国
土
文
化
再
興
の
一
助

と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
た
。

８
月
に
東
京
都
内
で
開
い
た
設
立
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
活
動
を
続
け
る
各
地
か
ら

情
報
発
信
、
課
題
の
調
査
研
究
や
研
修
会
、
人

材
育
成
な
ど
に
当
た
る
全
国
的
な
支
援
組
織
を

求
め
る
声
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
」
全

国
組
織
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
結
成
に
踏
み
切
っ

た
、
と
設
立
趣
旨
が
説
明
さ
れ
た
。

当
面
は
、
風
景
街
道
の
地
域
情
報
を
国
内
外

へ
発
信
す
る
案
内
人
（
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）
の

支
援
、
育
成
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

地
域
ご
と
に
候
補
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
進
め

て
い
る
。

課
題
は
観
光
産
業
へ
の
転
換

人
気
上
昇
中
の
ま
ち
な
か
歩
き

風
景
街
道
は
今
後
、
道
の
駅
と
の
連

携
強
化
を
め
ざ
す
と
の
方
針
を
国
土
交

通
省
が
打
ち
出
し
た
が
、
ひ
と
足
早
く

そ
ん
な
連
携
も
具
体
化
さ
せ
て
い
る
と

い
う
「
秩
父
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
訪

ね
た
。

秩
父
連
山
や
長
瀞
渓
谷
、
中
津
峡
、

秩
父
三
十
四
札
所
巡
り
の
あ
る
ル
ー
ト

と
い
え
ば
、
昔
か
ら
観
光
地
と
し
て
名

高
く
、
中
で
も
「
日
本
三
大
曳
山
祭
」

に
数
え
ら
れ
る
師
走
の
秩
父
夜
祭
は
数

十
万
の
人
出
で
大
混
雑
す

る
ほ
ど
。

最
近
は
、
明
治
〜
昭
和

初
期
に
建
て
ら
れ
独
特
な
趣
き
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
建
物
群
や
、
商
店
主
グ
ル
ー

プ
ら
が
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
ま
ち
お
こ
し
イ

ベ
ン
ト
を
訪
ね
る
〝
ま
ち
な
か
歩
き
〞

に
加
え
、
昨
年
テ
レ
ビ
で
人
気
を
集
め

た
ア
ニ
メ
、
通
称
『
あ
の
花
』
の
窑
台

に
な
っ
た
〝
聖
地
〞
巡
り
の
若
者
も
増

え
て
い
る
。

風
景
街
道
も
集
客
の
苦
労
は
な
さ
そ

う
に
思
え
た
が
、
ま
ち
な
か
歩
き
用
の

調
査
や
案
内
冊
子
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
を

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ち
ち
ぶ
ま
ち

づ
く
り
工
房
」
の
市
川
均
代
表
理
事
は

や
は
り
、簡
単
な
話
で
は
な
い
と
い
う
。

「
雑
多
と
も
い
え
る
独
特
な
雰
囲
気

の
街
並
み
は
、
昔
か
ら
庶
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
観
音
信
仰
と
、
秩
父

銘
仙
な
ど
織
物
、
武
甲
山
の
石
灰
関
連

産
業
な
ど
の
隆
盛
に
よ
る
資
産
で
す

が
、
産
業
転
換
に
伴
う
中
心
市
街
地
の

衰
退
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
ま
ち

を
愛
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
は
今
、
風
景

街
道
を
ど
う
魅
力
的
に
す
る
か
ア
イ
デ

ア
を
競
い
実
験
し
、
反
省
し
た
り
議
論

し
た
り
と
必
死
で
す
」

空
き
店
舗
を
借
り
て
各
種
活
動
の
拠

点
に
し
、秩
父
銘
仙
や
雛
人
形
の
展
示
、

俳
句
大
会
、
語
り
部
・
ガ
イ
ド
養
成
な

ど
を
あ
れ
こ
れ
試
み
て
い
る
が
、
道
の

駅
と
の
連
携
も
そ
う
し
た
風
景
街
道
活

動
の
一
環
と
し
て
具
体
化
し
た
。

ル
ー
ト
内
に
７
つ
も
道
の
駅
が
あ
る

の
に
、
市
町
村
合
併
し

た
ば
か
り
の
事
情
も
あ

っ
て
連
携
が
不
十
分
。

そ
れ
に
気
付
い
た
市
川
さ
ん
ら
が
、
関

東
地
方
整
備
局
と
相
談
し
て
各
駅
・
行

政
連
絡
会
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
と

周
辺
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

風
景
街
道
案
内
地
図
「
よ
う
こ
そ
秩
父

の
道
の
駅
‼
�
を
作
成
�
今
春
か
ら
各
駅

で
利
用
客
に
配
布
し
始
め
た
。

道
の
駅
「
ち
ち
ぶ
」
の
大
島
育
生
支

配
人
は
「
今
年
は
秩
父
祭
屋
台
が
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
�
周
年

の
行
事
や
、
『
あ
の
花
』
ブ
ー
ム
な
ど

で
ま
ち
な
か
歩
き
の
人
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
観
光
客
そ
の
も
の
が
落
ち
込
み

気
味
な
の
で
、
風
景
街
道
と
の
連
携
強

化
は
心
強
い
」
と
歓
迎
し
て
い
た
。
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